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ごあいさつ

軽井川南遺跡群は、古代の大規模な製鉄遣跡群であり 、柏崎フロンティ

アパーク造成事業に伴って発掘調査を実施しました。発掘調蓋は、 平成 15

年から平成 18年までの 4年間にわたって行っています。その規模の大きさ

はもちろん、鉄生産から製品への加工までの一貫した生産活動を明らかに

することができる貴重な遺跡群として、各界からの注目を浴びることとな

りました。

本書では、これまでに明らかになった遺跡群の概要を紹介します。現在

でも、発掘調査の記録や出土品の整理を進めているところであり、いまだ

最終的な成果を得るには至っていませんが、柏崎市の歴史を知る上での一

助となれば幸いです。

この遣跡群の発掘調査を通じて、私たちの先人の足跡や功績を知ること

ができました。そして、それに触れることの喜びや感動、素晴らしさを感

じました。地域の歴史や文化をひもとき、子どもたちへ伝えていくことの

大切さをあらためて痛感した次第です。

最後に、発掘調査の実施にあたり、格別なるご協力をいただいた調査指

導会の方々、ご参加をいただいた調査員各位、柏崎市シルバー人材センタ

ーならびに地元の方々、格別なるご配慮とご尽力をいただいた文化庁、新

潟県教育委員会、独立行政法人中小企業基盤整備機構及び工事関係者の

方々に対し、深く感謝の意を表します。

平成 20年 3月

柏崎市教育委員会

教育長 小林和徳

編
だいぜん じ せんがり

発掘作業の様子 （左）大善寺A遺跡 （右）千刈 C遺跡（西地区）



例 忌

1 本書は、柏崎フロンティアパーク造成事業用地内における軽井川南遺跡群発掘調

査の調査概要です。発掘調査は、平成 15年 10月から平成 18年 12月までの間に実
施しました。現在、調査図面等の記録類や出士遣物等の整理作業を行っており 、こ

れらの作業が終了した段階で、調査報告書を刊行することとしています。

2 発掘調産の一部は、柏崎市教育委員会が独立行政法人中小企業基盤整備機構及び

柏崎市の依頼を受けて実施しました。

3 本書は、中野純が執筆 ・編集を担当しました。また、執箪にあたっては、品田商

志 ・ 伊藤啓雄 • 平吹靖 ・ 石橋夏樹 ・ 室星尚史の協力を得ました。
4 本書に使用した記録写真等は、特に明示のない限り 、発掘調査中において各調査

員等が撮影したものです。また、出土遺物の撮影は、石橋 ・室晶が担当しました。

空中写真はセスナ機及びラジコン ・ヘリコプターによる撮影であり、仰オリ ス ・眸
イビソク新潟営業所が担当しました。
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でん

かるいがわみなみいせき ぐん t'. 

軽井川南遺跡群は、柏崎市軽井l
) I|地区に所在しでいます。 この地

区は柏崎平野の南部に広がる低丘

陵帯で、丘陵の標高は約20~30:;

前後です。そして、丘陵の斜面の

至る所には、平安時代～鎌倉時代

にかけて営まれた製鉄コンビナー

トが広がっていました。

主体となる時期は9~11世紀

（平安時代）で、当時の鉄生産に

しもがくぽ

下ヶ久保c遺跡と下ヶ久保D遺跡
下ヶ久保C遺跡と下ヶ久保D瑣跡は、丘陵の斜面に営まれた平安時代の製鉄迫跡です。写真中央の右

寄りが下ヶ久保c迫跡、左寄りが下ゲ久保D造跡です。
せじヽて必 はい―’‘ば

下ヶ久保c造跡の黒く見える部分が、製鉄炉や廃滓場が折り直なって発見された地点です。また、
も ＜rんがま

下ヶ久保D遺跡には、斜面に沿つて木炭窯が並んでいるのが見えます。

かかわる遺跡が 22ヵ所で発見されています。集落跡や塚など、鉄づくりに関連しない造跡を含める

と合計35遺跡になり 、それらを総称して軽井川南遺跡群と呼んでいます。・

遺跡群の特徴としては、まず規模が大きく、多蓋の鉄を生産していたと考えられることが挙げられ

ます。また、存続期間は最長で約400年間 (8~12世紀 ・奈良時代～鎌倉時代）とされ、その長さも

ちゅうぞう たんエう かじ

大きな特徴です。さらに、鉄を生産することだけでなく 、鋳造や鍛造（鍛冶）なと一？鉄を加工し、

鉄製品を作ることまでを行っていたことが、発掘調査から明らかとなりました。原料の砂鉄から鉄を

生産し、さらにそれを加工して鉄製品を作る

までの一連の工程をたどることができるの

です。これは全国的にも貴重であり、軽井川

南遺跡群が注目されることとなりました。

柏崎平野南部には、軽井川南遣跡群に隣接

ふじはしひがしいせきぐん

して、藤橋東遺跡群が所在します。新潟エ

科大学の建設に伴って発掘調査が実施され、

ショリ田B遺跡 古代の製鉄遺跡が6ヵ所発見されています。

造跡の時代や内容は軽井川南遺跡群とほぼ

同様で、地形的にも共通していることからゞ

ショリ田B迫跡は、平安時代後半の製鉄迪跡で、やや急な斜面を利用して築かれていま

した。写爽中央付近がショ リ田B迫跡で、小規模な沢に沿った斜面に、製鉄炉や木炭窯な

どが並んでいるのが見えます。

写真の奥には、プルーシートで保護された下ヶ久保c迫跡が写り、左奥には1丑尻工業団
地が見えます。
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；同じ製鉄コンビナートが広がっている

軽井川南遺跡群周辺の丘陵地帯

柏崎平野の南部には、丘陵地帯が広がっています。写真中央の赤線で囲った部分が軽井）I嘩迪・

跡群で、大小の沢によって侵食された、複雑な地形の丘陵に立地していることが分かります。

写真の奥には平野に形成された柏崎市街地が、さらにその先には日本海が写っています。

と理解することができます。複雑に入り

組む沢の斜面は、古代の鉄づくりにふさ

わしい地形だったのですが、柏崎平野南

部の丘陵に製鉄造跡が集中して分布す

ることには、他にも幾つかの理由がある

と考えられています。一

古代の鉄づくりには、砂鉄・木炭ヽ粘

土の3つが欠かせない材料です。砂鉄は

どの山にも含まれていますが、川によっ

て流されて浜辺に多くたまるため、砂鉄

の採集は海岸で行う方が効率的です。

砂鉄は酸化した鉄分が多いため、鉄と酸素を切り離す必要があります。酸素と炭素を結合させ、ニ

酸化炭素などにすることによって鉄を分離するのですが、この化学反応には高い熱が必要となります。

炭素を多く含み、高温にするための燃料でもある木炭が、威力を発揮しました。しかし、 木炭にする

ための木材は大きく重いため、長距離を運ぶことは難しかったようです。なるべく近くで採取する必

要があり、樹木の多い山林である柏崎平野南部の丘陵は、木材の確保に適していたと考えられます。

さらに、砂鉄に含まれる多くの不純物を取り除くための化学反応を起こすためには、粘士が必要で
←一 ～とと・↓ 一 llll 9 91●●●●ロー99ー・-- • • • 」—-·-- 』↓ “LU---9■-

した。製鉄炉の壁（ぷ蘊）には K

` 粘土が使われており、古代の鉄

づくりに適した粘士が採れるこ

とも、柏崎平野南部の丘陵に製

鉄遺跡が集中して分布する理由 Lヽ

の1つと考えられます。

また、軽井）1|南遣跡群の北西

約 2冗に位置する現在の半田地

区には、古代の官道があったと

推定されています。この地区に

みのわ

所在する箕輪遺跡 (8~9世

阿

紀 ・奈良時代～平安時代）から

うまやむら もかかん

は「駅家村」と書かれた木簡が

椅＆遺跡の掘立柱建物跡（柏崎市半田地内）

拍崎市半田地内には、告濾飯裔（当時の群の役所）の有力な候補地の箕輪遣跡や、富裕屈の邸宅と考え

られる建物跡が発見された小峯迫跡な‘どがあり、当時の政治的拠点であったと推定されます。

写真は、，小峯造跡の掘立柱建物跡です。大きな柱穴が片側に6本並び、写哀上側の小型の柱穴は喩：とで、

富裕屈の邸宅と考えられています。
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みしまのうまや ぐんが

出士し、三嶋駅や三嶋郡街（ともに当時の役所）
こみね

の有力な候補地とされています。小峯遣跡では、

富豪層の邸宅と考えられる建物跡が発見されて

おり、半田地区周辺が当時の政治的拠点だった

可能性が推定されます。

当時の鉄づくりは、膨大な労力を必要とした

ため、政治的拠点である役所などが何らかの形

言言言詈言言言：I三三三三□：：［三三
できます。

一

であったことも、大規模な鉄づくりが行われた

理由かもしれません。しかし、軽井川南遣跡群では、律令体制が事実上崩壊する 9~11世紀頃に最盛

期を迎えるため、単純に役所の管理下で鉄づくりが続けられたとすることはできません。鉄づくりを

行わせ、＿管理していた権力者の移り変わりがあったと考えられます。

軽井）1|南遺跡群での鉄づくりが終わった後の 13世紀（鎌倉時代）には、西山町地区で大規模な製

鉄が開始されます6 技術や流通が変化したという背景もありますが、 1ヶ

所で集中的に鉄づくりを行っており、その様相は軽井川南迎跡群から大き

く変わっています。

― □] 

・9.9晃環1.II砂鉄は海岸の浜辺で、安定的に採ることができたと考え
られます。砂鉄を含んだ士や砂を水と一緒に水路や板の上に流すと、比重

（上）砂鉄（ショリ田B遺跡出土）
砂鉄は土砂の中に普逼的に含まれています

が、古代の鉄づく りでは砂鉄を原料としたため、
製鉄炉の中からはより多くの砂鉄を採取するこ

の重い砂鉄は底に残ります。 とができます。

かんななが 砂`鉄の採取は海岸が最も効率的であることか
鉄穴流しと呼ばれる方法ですが、ら、そこて業めた砂鉄を運んで、鉄づくりを行

これを何度か繰り返して砂鉄を っていたと考えられます。

採集したと考えられています。 （左）餡且H滋（竿闊D遺跡）

また、炉壁などに使用する粘

ねんどさい＜つミ2
土を採掘した跡（粘土採掘坑）

も発見されています。粘士は鉄

づくりに欠かせない材料である

粘土は製鉄炉や木炭窯の壁を築いたり、・補修
する際に必要不可欠なものでした。また、鋳型

などにも使われ、 万能の材料だったといえるか

もしれません。
写哀の粘土採掘坑は、 平面が不整形で、底面

はうろこのように凸凹になっています。この1
っ1つが、 1回に粘土を採った跡と考えられま
七 良質な粘士が採れる場所では、何度も採掘

をしていたことが分がります。



とともに、製鉄炉や木炭窯の

いがた

構築や修復、鋳型の材料など

として、様々な使われ方をし

ていましたo，

・薗＂ 木炭を作る

ための施設で、登り窯状の大

型のものが使われていまし

た。軽井川南遺跡群では、合 木炭窯の想像図（断面） DVDビデオ『古代の製鉄遺跡を探る』 ［柏崎市教委2006]より

古代の製鉄に使われた木炭窯には、半地下式と地下式の2種類があります。半地下式が古く、地下式の方が

計 114基が発見されています。新しいと考えられています。
半地下式は地面を窯の形に掘り＜ぽめ、そ.fJ)上に土を盛って天井を作ります。窯の両側に麓皇を持ち、 、そこ

犀遥毀沼嘩 半地下 から立ち上る煙の色や激を見たり、望習（窯の入り口部分）から中を覗き込んだりしながら、火加減の調整を

式木炭窯は、はじめに地面を

細長い溝状に掘り，、その上に

木材などで天井の骨組みを

していました，

地下式木炭窯は、地形の傾斜に対してトンネル式に掘って作ります。窯の両側や奥の部分に、煙道を持ちま

す。しトンネル却mこめ、元々 の傾斜に左右されることなく、床面の角度を緩やかにすることができました。し
かし、 トンネルを掘ることは難しいため、天井が崩れてしまうことも多かったようです。また、大型化するこ

とも雄しかったようで、半地下式よりも小さいのが特徴です。

作って、最後に士を盛って天芳を完成させます。最初に掘る溝が地下にあり、天井が地上に出ること

から、半地下式と呼ばれます。地下部分は幅1位前後ゞ深さ 50名ン～80iンの細長い溝で、斜面に沿っ

て掘られます。長さが 10むを超えるものも多く、木炭を取り出すための作業場が大きいことも特徴

やら

半地下式木炭窯（谷地A遺跡）

谷地A迫跡からは、半地下式木炭窯が2基並
んで発見されました。写真の手前側が窯の入り

口部分で、円形に近い不定形の作業場がありま

ず。窯の内部は、ほぼ同じ幅で奥まで続いてい

ます。窯の奥に近い部分で、両側に飛び出した

長円形の出っ張りが煙道です。

えんどう

です。また、煙出しのための煙道を持ち、左右両側に 1ヵ所ずつ大きな穴

を斜めに掘って作られるものが一般的です。木炭窯が作られた地形本来の

傾斜に沿って掘られるため、窯の底面は急なものが多くみられます。

9らか・レきも＜たんがま

地下式木炭窯 地下式木炭窯は、地形の傾斜に対してトンネル式に地面

を掘って窯を作ります。穏日（窯の入り口部分）と煙道だけが地表に出る

構造のため、地下式と呼ば

れています。半地下式に比

べて急斜面に築かれますが、

地形本来の傾斜に沿うこと

なく、床面は緩やかな角度

が保たれています。大きさ

は福1.5に程度、長さ 5位

程度のものが多く、窯の内

部は高さ約1ね程度のものが一般的です。また、煙道 1 地下式木炭窯 （下ヶ久保B遺跡）
下ヶ久保B迫跡には、 ー[5基もの地下式木炭窯が築かれていました。トン

は左右両側に 1ヵ所ずつと奥壁に 1ヵ所の合計3ヵ所 和レ式に掘ることによって、急滋暉を利用して、狭い範囲で幾つもの窯

を折り重ねるように築くことができるようになりました。窯の奥壁にも垣

道がみられ、半地下式よりも小型で、窯の作業場も狭いのが特徴ですq
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11 
長方形箱型炉の想像図 DVDピデオ往i代の製鉄遺跡を探る』［柏崎市教委2006]より

長方形箱型炉は、粘土を長方形の箱のように栢み上げ、炉の壁を作つたものです。炉の中に砂鉄と木

炭を交互に入れていきます。炉から立ち上る炎の色を見て温度を判断し、砂鉄ゃ木炭を追加していきま
み ふヽ`：：

す。炉の後ろ側には踏み闘が設匠され、シーソーのように板を交互に踏み込んで空気（酸素）を送り、

炉の中の温度を上げていました，

"項直

作られるものが多く 、過渡期の一

部を除いて強い規格性がみられま

す。 10基以上の地下式木炭窯がま

とまって発見されることも多く、

狭い範囲にたくさんの窯を築く傾

向がみられます。

• 
99-•-l•--9__. 

砂鉄などの原料を

高温で溶かし、鉄を作るための施

設が製鉄炉です。軽井川南遺跡群

では、合計で 23基の製鉄炉が発見されています。砂鉄（酸化鉄）に含まれる酸素と`木炭に含まれる

炭素と結合させ、鉄と分離します。また、炉壁に使われる粘土は高温によって溶けながら、砂鉄に含

てっさiヽ

まれる他の不純物と混ざり合い、炉の外へと排出されます。それが冷えて固まったものが鉄滓です。

製鉄炉の中ではゆっくりと時間をかけながら、底の部分に鉄の塊が生成されます。炉の中は 1,20n℃

ふい：：

以上の高温に保たなければならず、鞘と呼ばれる送風装置によって強制的に空気（酸素）を送り込
-5皐造三アニm傘

む必要があります。古代の鉄づくりでは、交互に板を踏

ふ ふいご

み込む踏み精が用いられました。 1,200℃を超えると炎

は白色になるため、炉の中の炎の色を見て判断していま

した。そして、長時間の操業を終えると、 炉の壁を壊し

てできあがった鉄（伝玩）を取り出します。
ちょうほう9が ・はこがたろ はjJち が しきナーがたる

古代の製鉄炉は、長方形箱型炉と半地下式竪型炉

の2つに分けられます。軽井）1|南遺跡群では、長方形

箱型炉6基、半地下式竪型炉 17基が発見されました。

長方形箱型炉は、出来上がった鉄を取り出すために、壁を壊す必要が

あることから、通常は床に近い部分しか残っていません。

写真ーは箱型炉の馨呆柑遥を発掘した状領のものです。地下構造は空

焚きされた後に、中に木炭が詰められでいました。写真からも、壁や床

が赤く焼け、木炭の痕跡が残っていることが分かります。

（左）半地下式竪型炉（ショリ田B遺跡）

半地下式竪型炉も鉄を取り出す際に壁を捩しますが、床面付近は地面

を掘りくぼめて地下に作っているため、良好な状態で発見されることが

ありまナ。また、地下の部分が猿れないことから、幾度か補修をしなが

ら操業をしていましt:::..o

写哀の竪型炉は、壁や床が熱によって赤く焼けていることが分かりま

す。また、少なくとも 2回は補修して、鉄づくりを行っていたようです。＇
キふ心 こ ふいござ

炉の後ろ側には、踏み輛を設協した靱座があります。炉の周囲には、排

一 ／
 



ちょうほう1すいはこがたる

長方形箱型炉 長方形箱型炉

は、炉が長方形の箱のような形の

ため、このように呼ばれています。

緩やかな傾斜地で、斜面に沿って

築かれます。炉の大きさは長さ 1.5

｛；程度、幅 0.51・；程度のものが平

均的で、高さは 0.8ね程度であっ

たと推定されています。 また、炉

ち ＇カ・こうぞう

の床下には地下構造が備わります。

炉本体よりも先に、地面を掘り＜

ぼめて作られます。そして、空焚

きされた後に、中に木炭を詰めら

れ、保温・防湿の機能を担います。

はんらか〉しきたてがたる

半地下成式竪型炉 半地下式竪型

炉は、地面を掘りくぼめて床面を

半地下式竪型炉の想像図 DVDビデオ『古代の製鉄遺跡を探る』［柏崎市教委2006]より

半地下式竪型炉は、地面を掘り＜ぽめて床面を作り、その上に貼土を筒状に稜み上げて築ぎました．
ふ ふいこ

長方形箱型炉と同様に、砂鉄と木炭を交互に入れいきます。 そして、踏み隔いこよって空気（酸素） を

送り、、炉の中の温度を1,200℃以上にまで上げていきます。

この想像図は、ショリ田B造跡の竪型炉を参考に描いたため、炉の周辺には排水溝がめぐっています。

構築し、炉体は粘土を筒状に積み― `

上げて築く構造です。床面が地下

にあり、縦長の炉体が地上にある

ことから、このように呼ばれます。

比較的急な斜面に作られ、大き

さは長さ ・幅が 70茅ン前後のものが

多く、高さは 1に 以上あったと推

定されています。 縦長の形状は、

炉内の温度をより高 くするための

． 
ろ•でいさい — ぉ’ ヤがいり

（左上‘)炉底滓（:ijヽ 田ヶ入B遺跡）

製鉄炉の床面付近には、鉄だけでなく不純物も溜まっていきます。 それが固まったものを炉底滓と呼

び、形状や大きさから、炉の床面をある程度復元することができます。

写真は箱型炉の炉底滓で、 長さ約 64~ぺ幅約 30!"で、重さは 26 亭口にもなります。

てらかい

（右上）鉄塊（下ヶ久保c遺跡）
工夫であったと考えられています。1 できあがった鉄の塊で：通常は小割りにして不純物を取り除いていきますd 写真の鉄塊は約20*。あ

また、地上部分の筒状の炉壁は、 1り、小捌りにされていない状態で発見されました。出来上がった鉄は、徒用するために他の場所へ持っ

ていくことが通常で、これほど大きな鉄塊が発見されることは大変珍しいです。

できあがった鉄を取り出す際に壊

しますが、地中の床付近は壊れま

せん。 そのため、 再利用が可能と

なり 、 同 じ炉を使って何度 も鉄づ

く りを行っていた ことが分かって

はいさいば

（左下）廃滓場 （ショリ田B遺跡）

炉壁や鉄滓などの不要物を廃棄した地点が、廃滓揉です。製鉄炉よりも斜而下側の沢に、大函の不要

物を廃棄して形成されています→写真は廃滓場を部分的に発掘し、地思ゃ廃棄の状況を断而で確認した

ものです。大位の炉壁や鉄滓などが、府になって廃棄されている状況が分かります。

（右下）娯悼‘（小田ヶ入A遺跡）

鉄滓は砂鉄に含まれていた不純物の塊で、一般的には籍藉ゃチタンが多いといわれています。 しかし、

当時の技術では、完全に鉄だけを取り出すことは難しく、鉄滓の中にも鉄分を多く含むものもあります。

写真は箱型炉の鉄滓で、竪型炉のものに比べて篇平で、表面がツルツルしているのが特徴です。

一



• 
（上）蕃籟漁の痕跡（下ゲ久保A遺跡）

鋳造を行うために、鉄を溶かすための炉が溶解炉で

す。下ヶ久保A遺跡では、炉そのものは残っておらず、

痕跡が見られる状態でした。

写真では、炉壁や炉底滓などが集中的に散乱してい

る状態が見られます。集中地点は、右半分と左半分に

分かれていますが、それぞれが1つの溶解炉の痕跡と

考えられます。

（中）溶解炉の炉壁 （下ヶ久保A遺跡）

溶解炉は粘土を輪租みにして、炉壁を築きました。

写真の右下の炉壁は、炉の外側から見た状態で、粘土

を和み上げた際の横帯状の筋が見られます。他の炉壁

は、炉の内側から見た状態で、多凪の滓がこびりつい

ているのが分かります。

とりべ いがf

（下）取鍋と鋳型（下ヶ久保A遺跡）

溶解炉で溶かした鉄をすく．い上げ、鋳型へ流し込む

際に使う容器が取鍋です（写真奥の2点）。粘土製が多

く、柄をつける出っ張りがあるものも見られます。

鋳型も粘士製のものが多＜、鉄が固まって縮む際に、

鋳自体が壊れることにより、，中の鉄製品が傷つかな

いような工夫がされていました。

写真手前の4点は、漆うき曲＜鋳型です。獣脚は動物

の脚を模し庄装飾で、宗教色が強いと考えられます。

鉄製容器の脚として、 3本の獣脚がつけられました。

一

います。ただし、再利用の際には、炉壁の内側に粘土を貼って修復

する必要があるため、炉の内部は次第に小さくなり、最後には使用

できなくなるようです。

竪型炉には地下構造を持つものと、持たないものがあります。地

下構造は大きく 2種類に分けられ、木炭を詰めるものと、鉄滓を敷

き詰めるものがみられます。木炭を詰める方が古く、箱型炉の要素

が残っていると考えられます。

—! 9冒・当累・t- . 
製鉄炉から不純物として排出された鉄滓や、鉄を・直・量’’

取り出す際に懐した炉壁などを廃棄した場所を廃滓場といいます。製

鉄炉の斜面下側の沢に形成されることが多のですが、完全に沢が埋ま

ってしまうほど大最の鉄滓が廃棄されています。

＂■¢・ 鉄を再びいがた

溶かして鋳型に流し込み、製

品に加工する技術を鋳造と

いいま九鋳造を行うために

ょしがいろ

は、鉄を溶かすための落解炉

が必要となります，o粘土を輪

積みにして、筒状の炉体を築

きます。また、溶かした鉄を

鋳型に流し込む作業を行う

いこ ば

鋳込み場や、不要になった鋳

型や溶解炉の炉壁などの

はい士ば

廃棄場も形成されます。

•• はんよう

鉄を半溶
ゆう

融状態まで熱し、それを叩き

ながら鉄製品に加工するこ

かじろ

とを鍛造といいます。鍛冶炉

によって鉄を熱します。木炭

ふいご

を燃料とし、小型の鞠を使

って火力を高めて、鉄を半溶

融にしていきます。

＿ 四

ヽ

.... °̀‘̀ ` ‘ ’ •ヽ 9 ・ウ`・
・`ゎ；：：←心
r`と1? ヽ璽 ヽ
ふじはLひがし かじる

（上）藤橋東遺跡群の鍛冶炉 （柏崎市藤橋地内）

質峰c醗で発見されました。鍛冶炉は直径 1,0~15Jン程度
と小さく、地面を掘り＜ぽめただけの簡単なもので、ポンプ式の

ふいタ

A型の鞠ーを使って火力を，高めました。

（左下）篇誡騎芹 （下ヶ久保A遺跡）

鉄を叩く時に生じる火花は、その1つ1つが小さな鉄の塊で

すc それが冷えて固まったものが鍛造剥片で、1~3ミ，程度の小

さな鉄の剥片ーです·•

わんが9こさい はぐち

（右下）椀型滓と羽口（下ヶ久保A遺跡）

鍛冶炉の底面には、半溶磁の鉄からしたたり落ちた滓がたまっ

ていきます。それが固まると上面がくぽんで；お椀のような形に

なることから、椀型滓と呼ばれます（写哀手前の2点）。
ふいご 1:tぐち
韓から送られる空気は、羽口と呼ばれる送風管で炉内へ送ら

れました。鍛冶炉用には｀小型のヤ羽口が使われていました（写真

奥の2点）。



軽井）1|南遺跡群では、長期

間にわたる鉄づくりが行わ

れた結果、全体で2001-ン以上

の鉄滓が残されていると考

えられます。排出された鉄滓

の多さは、それだけ多最の鉄

が作られていたことを物語

っています。明確な鉄の生産

量は不明ですが、柏崎地域で

の消費量を上回っていたと

推定されています。

これだけの鉄を生産する

ためには、常に多量の燃料を

軽井川南遺跡群の遺跡分布 DVDピデオ『古代の製鉄遺跡を探る』［柏崎市教委2006]より

古代の鉄づくりにかかわる迫跡が、 22ヵ所で発見されました。追跡の名称には、地名（菜墓名）が使われて

います3 ショ 叶灌 ．揺言 ．贔 ．宵績戻‘瞥恙 ．竿閲の6つのIが字に、造跡が分布しています。

同じ小字に複数の遺跡があるため、発見された順にA・B・C…の記号を付け、 ・0迪跡の名称としています。こ

れらの迪跡を総称し之軽井川南造跡群と呼んでいます．

DVD＿ービデオ『古代の製鉄遺跡を探る』 ［柏崎市教委2006]より

古代の鉄づくりの様子を再現した想像図です。図の左側には、斜面に築かれた木炭窯（地下式）が2基があり、
ナヤぐら．

煙道から煙が上がっています。手前側ぱ削平されて作業場が築かれ、焚口の丸い穴が開いているのが見えます。

中央付近には、製鉄炉を雨水などから守るための簡易な作業小屋が建てられ、その中で製鉄炉（竪型炉）の操

業が行われています。斜面の下側には、大岱の鉄滓が廃棄され、廃滓場が形成されています。また、鉄滓を小割
． ぷんぺつ廿

りにして、その中に含まれた小さな鉄の塊を取り出すための分別場が、右上の方に見えます。

さらにその上には、工人が（和憩したり、材料を一時的に保符するための小屋が建てられています。 各施設間に

は、材料などを背負った人々が、次々と行き来している様子が描かれています。

この想像図はショリ 田B造跡をモデルとしま したが、実際の遺跡の内容とは若干異なり、脚色が加えられた部

分もあります。

確保する必要があり、山の木

はことごとく切り倒され、木

炭にされたことでしょう。し

かし、軽井川南造跡群では、

同じ場所で何度も鉄づくり

を行っていた痕跡がみられ

るのです。一度切り倒した木

は再び育ちはじめ、数十年後

には山林が再生します。そし

て、再び同じ場所へ舞い戻り、

鉄づくりを行ったと考えら

れます。自然を破壊し尽くす

ことなく、その再生力を最大

限に利用する英知が、鉄づく

りという工業生産にも生か

されていたのです。

一



■罰甜呪仰l l. 
せんがり

千刈c遺跡（西地区） 軽井川南遺
跡群の東側に位置しています。千刈C’

遺跡は東西で時期や様相に大きな差異

があるため、東地区と西地区に分けら

れます。

西地区は9世紀（平安時代）の製鉄

遺跡で、長方形箱型炉が1基と廃滓場

が1ヵ所、そして半地下式木炭窯3基

が発見されました。

セ;/vがり

千刈C遺跡（西地区）

千刈C追跡（西地区）は、 9世紀の製鉄遠跡です，長方形箱型炉1基と廃滓場1ヵ所、半地下

式木炭窯3基などが発見されました。

写真の奥側には木炭窯2基が並び、、その手前側には箱型炉があります。そして、1番手前にも

木炭窯が1基見えます。写真の左側には廃滓場で、土の色が展く見えています。

ふいござ

また、箱型炉の背後からは、罐座が良好な状態でみつ

かりました。特に北陸地方においては、箱型炉に伴う輔

座の発見例が少ないため、千刈C遺跡の事例は貴重な発

ふいござ

長方形箱型炉と輛座（千刈c遺跡西地区）

輔座の中央には、踏み板の支点となる軸を埋め込んだ

溝があり、その両側は直線的に傾斜しながら、端へ向か

って深くなっていました。また、舗座から製鉄炉の左右

両側を通り、炉の中へと続く溝跡も発見されました。幅

2、0~30手、深さ 10手程度の溝ですが、炉内へ送風するた

めの仕掛けの一部と考えられています。
長方形箱型炉ほ、上側の半分程度しか残っていませんでした：写哀は

地下構造までを発掘した状態ですが、壁や床が赤く焼け、木炭の痕跡が

見られます。

氾ヽ迂んじ

犬善寺A遺跡軽井川南遺跡群の北東端に位置します。

9~10世紀（平安時代）の製鉄遺跡で、長方形箱型炉1ふい一ご

箱型炉の奥郁lには、輛〗格があ ＇ります。 憐を設爵する場所であること
から、このように呼ばれます。中央には、踏み板の支点となる軸を埋め・

込んだ滞があります。また、閾座の両端からは：炉を挟むように溝が続

いています。この溝を通って、 炉の中へ送風していたと考えられます。

基、半地下式竪型炉2基、半地下式木炭窯3基、地下式

木炭窯8基、廃滓場2ヵ所が発見されています。

一

箱型炉は9世紀前半頃のものと考えられ、木炭を敷き詰めた地下

構造がありました。竪型炉は木炭を敷き詰めた地下構造をもつもの

と、地下構造自体をもたないものの2種類が発見されています。 9

世紀後半～10世紀のものと考えられます。

木炭窯は遺跡の東側に半地下式の3基が、西側に地下式の8基が
だいぜんじ

木炭窯に残された手形 （大善寺A遺跡）

木炭窯内部の壁面には、無数の手形が残されていました。壁を補強 • '補修する時に、粘士

を指で塗りつけた痕と考えられます。

写兵には、指の痕がはっきりと見えます。また、所々で段になっているような横の筋があ

りますが、これはエ具を使って壁を監形した時についた刃先の痕と考えられます。



分布しており、遺跡の東西で大

きな差異がみられました。この

差異は時期差によるものと考え

られ、それぞれの時期や窯の構

造によって、構築する斜面の位

置や傾斜が明確に異なっていた

ことを意味しています。地下式

木炭窯からは、窯内部の壁面に

’ 

残された人の手形（指の痕）や 大善寺A遺跡
這寺A遺跡は9~]0世紀の製鉄造跡で、長方形箱型炉、半地下式竪型炉、半地下式木炭窯、地下式木

二:::=:ji::こ：□三三：：日□f:tヽ：：：：：：で二二、ご門臼;：：口即二］贔
粘士を貼りつけ、整形した時に

ついたと考えられます。

所を選んでいたことが分かります，

しもがくぼ

下ヶ久保A遭跡 軽井川南遺跡群のぽぼ中央に位置し、 9~10世紀（平安時代）に鋳造を行ってい

た造跡です。丘陵の斜面に立地しますが、，斜面の一部を平坦に造成して作業場を構築しています。

作業場には溶解炉や鋳込み場などが置かれていましたc 溶解炉はすでに壊れていたため、炉の正確

な位置を特定することはできませんでした。炉壁などがまとまって出土した地点を推定地としました

が、複数の溶解炉が築かれていたと考えられます。鋳込み場は溶解炉から 3t；程度の位置にあり、鋳

型の破片や鋳込み作業の際にこ

ぼれ落ちた粒状の滓が、多く発見

されています。

作業場よりも斜面の下側には、

廃棄場が形成されていました。 溶

解炉壁や鋳型などの破片が、大量

に廃棄された状態で出土してい

なべ がま じゅう

ます。出土した鋳型は鍋や釜、獣

きゃく

脚などが多く 、主に鉄製の容器

を作っていたと考えられます。獣

しもが くぼ

下ヶ久保A遺跡

脚とは、動物の足を模微した脚部

です。通常は鉄製容器に3本つけられ、宗教的な色彩が強
下ヶ久保A遺跡は、9~10世紀に鋳造を行っていた迎跡です。

はい・ ば

写冥の中央手前が廃棄蝸で、斜面を利用して形成されています。そ lかったようです。
の奥側、斜面の上に相当する揚所には、斜面の一邪を平坦に造成して

麟場を構築しています。作業湯には、緒籍伶ゃ訪込み羞などが置か

れていました。
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薩桑蘊と出土した籐籟炉嘘ゃ藷塾（下ケ久保A遺跡）

不要になった鋳型や、溶解炉の炉壁などを捨てた廃棄場で、斜面を

利用して形成されています。当時は滋なるごみ捨て場でしたが、現在

では鋳型や炉壁が大巖に出土する宝の山です。

写真からは、鋳型や炉壁が集中して出士した状態が分かります。廃

棄場の士には木炭などが混ざって、黒ぐなっています。数点ですが、
ばじ •も
土師器などの土器類も廃棄されていました。

こ＝
―― ⇒: 

発掘調査を実施した範囲で

は、半地下式竪型炉2基、半地

下式木炭窯 13基、地下式木炭

窯5基などが発見されていま

す。作業中に天井が崩れてしま

ったため、当時の木炭がそのま

ま残されたと考えられる木炭

窯もみつかりました。また、壁

の両側に製鉄炉の炉壁を貼っ

て、再利用をした木炭窯もみつ

かっています。

し 一呵＊ 9マ` ← 

しもがぐぽ｀

下、ケ久保e遺跡 軽井）1|南遺跡群のほぼ中央に位置し、

迫跡の一部（約1,400平方位）を現状保存しています。 ＇保

存をするために発掘調査を実施していない部分もありま

すが、 9~11世紀（平安時代）に営まれた製鉄遺跡です。

製鉄炉や廃滓場が幾重にも折り重なっていて、製鉄炉は

少なくとも 5基以上、廃滓場の鉄滓は100トン以上と推定さ

れています。これは、軽井川南遺跡群では最大規模の製鉄

遣跡となります。また、鍛冶炉と考えられるものも 3基発

見され、鉄づくりの他に鍛造も行っていたようです。

しもがくぽ

（上）下ヶ久保C遺跡

下ヶ久保C遺跡は、軽井川南造跡群で最大規猿の

製鉄迪跡で、 9~u世紀fこ営まれましt-:..製鉄炉や

廃滓楊が、幾煎にも折り重なって発見されています。

（左下）木炭窯に残された炭（下ヶ久保c遺跡）
地下式木炭窯は天井が崩れやすく、作業中に崩落

することも多かったようです。写哀の木炭窯は、天

井が崩れたために、半焼け状態の木炭がそのまま残

されでいた状態で発見されました．

（右下）再利用されだ炉壁（下ヶ久保C遺跡）

木炭窯の壁面に、製鉄炉の炉壁を貼尻寸けて再利

用したものもありました。理由は分かっていません

が、補強などの目的のためと考えられます。赤く焼

けた壁面こ、幾つもの炉壁が貼られています。
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でん

ショ l)田B遺跡軽井川南遺跡群の

北西端に位置しています。 11世紀（平安

時代）に営まれた製鉄遺跡で、半地下式

竪型炉2基と地下式木炭窯2基、廃滓場

2ヵ所が発見されました。追跡の保存状

態が良好で、鉄づくりに必要な施設が集

約されています。

周囲にU字状の溝を巡ら し、 背後に

ふい一ざ

蒻座を伴う竪型炉もみつかっています。

炉壁は少なくとも2回は修復されてお

り、最初の操業とあわせて3回以上の鉄

でん

ショリ田B遺跡

ショリ 田8造跡はJ-1世紀の製鉄迫跡で、鉄づくりに必要な施設が集約されていました。
ふいござ

写襄中央よりやや左奥には、半地下式竪型炉が見えます。その後ろに精座があり、炉(l)_周囲

には排水のための溝が巡っています。

写哀の手前側には、製鉄炉の斜面下に形成された廃滓場があります。多菰の鉄滓などが廃棄

され、地層が黒くなっている様子が分かります。写真冶奥が分別湯で、手前側が通常の廃滓場

と考えらねていますe

づくりが行われたと考えられます。地下構造には、鉄滓

が敷き詰められていました。

廃滓場は製鉄炉の斜面下側と、製鉄炉の斜め下側で発

見されています。この2つの廃滓場は、鉄滓の大きさや

種類に明らかな差異があり、製鉄炉の斜め下側の廃滓場

半地下式竪型炉とふ蘊滋（ショリ田B遺跡）

ショリ田B遺跡の半地下式竪型炉は、良好な状態で発見されました。

写真は炉の壁面と床面まで発掘した状態で、熱によって赤く変色していることが分かり

ます。壁面には、修復しながら数回の操業をした痕跡がありました。

の鉄滓は、もう一方の廃滓場のものよりも

小さく割られていました。鉄滓を小割りに

して、中に含まれる小さな鉄の塊を取り出

すための分別場と考えられます。

遺跡見学会の様子（下ヶ久保A遺跡） 発掘作業の様子（ショリ田B遺跡）

軽井）1|南遺跡群が営まれた背景は、地形や地理的な環境が適していたという単純な解釈だけでは、

到底理解できるものではありません。砂鉄などの原料の採集地や、生産した鉄の供給地の問題など、

古代史の歴史的な流れの中で理解していく必要があるのです。

軽井川南遺跡群の発掘調査によって、私だちがまったく知らなかった事実が示されました。そして、

新たな謎が投げかけられたと同時に、古代史解明のための重要な鍵が提供されたといえるでしょう。
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夕， 9

表紙の写真は谷地D追跡で、 9~l0世紀の製鉄迎跡です。長方

形箱型炉や半地下式木炭窯、地下式木炭窯などが発見されていま

す。また、住部祢もみつかり、当時のエ人たちが休憩したり、材

料を仮置きしていたと考えられます。

合計9碁の木炭窯が斜面に沿って整然と並んでおり、壮観な情

景となっています。写真の右奥には、米山も見えています。

柏崎の追跡シリーズ第1集

よみがえった古代の製鉄
一 柏崎市軽井川南遺跡群一
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